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石けん水療液^ti'-*ヽけi汚ね粒子名- j^び繊維り界向･f匙的性唄t拷俵性

祭良々大象攻　　田I'l美鳥｝o前HI 昌5-

　目的　沌'-^ I-1ヽけるひｱん･ﾀ)役%>＼ を熹面'e孔現象をもいこ｡検討-f i t-.jf)[--. 東化水貴鎖

長V 果なi 3穂め石|ｱんを用いそれ･f > の水洛凍中にかｱる男れ鮮-^ I 繊維のゼ｀一ﾀ電位

を測定レ、石ゾんを岡ヽ･づこ渚浄か--i'リi 両者'^ 芹砂£気的性噴^調ベブこ、素卜ヽみ^ﾅ

ん水落康申で｀0)号れ粒子の鴬維へい寸%｛を調ぺ｀、j･･の紹屎'i."I対/か^検討し仁。

　方誄　脂け妖､辰けんけ、カグ') ＼レ纒ナトリウム( ･jH削岫心),iiプリン酸ナトリウム(り伽^

00 Nit.)、ラウ')v姓りづウiヽ(いぶ匈1 冊いTこ.　汚れ社子弓毛デルt レ-t す水茎凌玄

海茲で/谷戌トrこポリスチレンラ子ツフス^ ．繊維(- け日本抽イレ亨盛会標孝ん回 陳布明太

綿布1 用づ-.　辛口t 痛汐わぜ一タ電位ii電恥底勧茲り%勣業ｲ・諌1 印いて行ひヽヽ,^す港

抑

化戻秀に溶解レ分光嘗的方まで凛１しTこ。東瞼(*寸ヘパ支件電畔厦としX 海皿臨.mJμ

を添加し、知リしの加永命解を肪く゛仁めぬ叫^ 用^ヽで弁､・r,Wを/0に調fe にX行な、rこ。

　錆果　- 一タす位り&i.用いて表面電荷甑農を斗出レ粒i sヽよず繊維へりfaけんの'A簒

侈%. 調べ、さらにへ子口歌集理諭□りいT 湖｛向りを相i.作用ポテン'/ -!＼レ^和レギ一(Vt)

に対‘万名和すんり常化水気鎖長の影曜^調べふ。町ち、東漸駄・心ないいい苑岡内でヽ

皮孝般の) ヽヽ呉けん(バ米fりにa'ラテ･･/フスヘり吸I -I"I*た-' に素卜Vt 皿≪oiI* 爽-f-

数12 ．みけん水瀋浅中て"■K ? < な八こめ結果^^付蕩実験にこり木綿へ･りラテッ7 スの

付着t^対加し乱　けしい極東ヵう、ｲ寸粟粒よ外昇ヽi泰東素数ヵ勺2.や;&･ｱんで現やれる

ことが｀■フおフト、

B 58 各種油脂よごれ叫先浄性に対するゼオラA トの影響（第1 報）

　一影響を支配する要因について一
日本々大家政　中西茂子　　　ラ^オy家庭科学研宛所〇角町厚子

＜目的》ゼオライトが油B旨よごれの洗浄陛におよぽす影響と. それを支配する1:考えられ

る要因について検討するにめ、極性の異なった各種油脂£用いて汚染布と作成レ、下記の

ような種々の条件下で洗浄実験を行。紅。

〈方;友〉人体よごれの構成成分油脂を選出無極性油脂汚染布(NP). 有極性迪脂汚染布P)、

無極性＼^有極性m脂混合汚染布(NP←P)を調製レ洗浄実験を行。乙それぞれの戸､射ギ及

び付藁そから洗浄勤牽を 求めて洗浄紺を比較した。■＼ (7)際、共存界面活性剤、ゼオうりヽ

濃度. N♂濃友(pH,ゼオライト農席一定)及びpH {練衝液濃度一之}をそれぞれ変化さ忙れ

条件下-f洗浄を行い. それらが各種油脂の洗浄性におよばす影響を種討しに

〈結果〉①各種界面活性剤単根のかにおいて、濃度一定で洗浄すると、いずれも. MPが一

番碁ちやす<, . Pは落ちにく力卜に。②このP(コレステローノμ遊離脂肪酸刈ン脂質リこつ

いて、さらに汚染性及雨洸離性を見るとづ方染されにくい七削よ脱離しにくい傾狗ｶﾞﾐ認力

られに。③NPlエゼオラづト叩5χまで洗浄効率が上昇するが、それ以上の濃度でヽは、洗浄責

卑に変化lよ見られなか。た。Ｐ及びNP・Pは。低渫度rは添加効果はあま｡り見ら札ないが,

ａ⊃ぶからは力ヽなり上昇する。④pV＼9 A前振では. NPにばN心菓度による景う響はあま') 見られなと

い政P 及びNP，p で･|ま.Na^iOOOpp、近辺まで遭レい洗浄効率の向上が見られ. それ以上

ドなるとかえ、て低下しfc. ⑤hlazCO,-H副皿緩孵衆濃席一咆で. pHを9~目前後に変化させ

ると, P ＼i. pH9｀10間で. ,呑漱な向上か見られたがヽそれ以上ではあまり変化はなか・re･

NP及びNP・Pに|よ、pH依存性はあまり見られなかっμ。


